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短
信
》 

 
日
本
語
語
源
研
究
の
歴
史
と
そ
の
現
状
に
つ
い
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愚 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一
、
序
論 

 

 

言
語
の
系
統
と
起
源
（
い
わ
ゆ
る
語
源
）を
確
定
し
よ
う
と
す
る
知
的
欲
求
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
言
語
学
者
を
駆
り
立
て
、
多
方
面
か
ら
の
論
議
を
交
わ
さ
せ
て

き
た
。
語
源
の
研
究
と
い
え
ば
、
語
の
発
生
お
よ
び
変
化
を
究
明
す
る
学
問
で
あ

る
と
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
（
吉
田
（
二
〇
〇
六
）
参
照
）
に
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
発
生
と
変
化
を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
立
場
が
あ
る
。
小

稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
立
場
を
概
観
し
た
う
え
で
、
従
来
の
国
語
学
研
究
の
中
に
胚

胎
し
た
「
個
別
的
な
語
史
研
究
を
包
摂
し
た
、
語
彙
史
体
系
の
中
で
の
語
源
研
究
」

（
阪
倉
（
一
九
七
八
）
、
前
田
（
一
九
八
六
）
な
ど
。
詳
し
く
は
後
述
）
の
方
法
論

に
立
ち
返
り
、
そ
の
研
究
手
法
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
。 

  
 

 
 

 

二
、
比
較
再
建
型
手
法
を
用
い
た
日
本
語
語
源
研
究
の
限
界 

 

人
類
学
・
考
古
学
的
な
研
究
手
法
を
除
く
と
、
言
語
学
的
な
立
場
か
ら
語
源
を

分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
主
に
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
二
つ
以
上
の
言
語
を
比
較
し
て
、
そ
れ
ら
の
言
語
間
の
歴
史
的
関
係
を

明
ら
か
に
し
、
共
通
の
祖
語
を
再
構
成
す
る
比
較
再
建
型
の
手
法
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
問
題
と
な
る
言
語
の
内
部
で
の
語
源
研
究
を
重
視
す
る
研
究
手
法
で
あ

る
。 

 

前
者
に
関
し
て
は
、
古
い
文
献
か
ら
推
定
さ
れ
る
言
語
の
音
韻
・
語
形
・
統
辞

構
造
な
ど
の
通
時
的
な
推
移
を
、
類
型
地
理
論
的
に
判
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
ヨ
コ

の
地
理
的
な
広
が
り
に
照
ら
し
て
、
祖
語
再
建
を
試
み
た
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

比
較
言
語
学
の
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
比
較
再
建
型
の
手
法
は
、
東
洋
学
者

で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
卿
（W

.Jones

、
一
七
四
六
～
一
七
九
四
）

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
比
較
す
る
際
に
発
見
し
た
事
象

を
元
に
し
て
、
ボ
ッ
プ
（F.B

opp

）
、
ラ
ス
ク
（R

.R
ask

）
、
グ
リ
ム
（J.G

rim
m

）

等
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
以
降
で
は
、
日
本
語
の
系

－77－



統
関
係
（
い
わ
ゆ
る
「
南
方
・
北
方
起
源
説
」
「
混
合
語
起
源
説
」
）
を
究
明
す
る

際
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、

音
韻
・
文
法
構
造
・
基
礎
語
彙
と
い
っ
た
三
つ
の
面
に
お
い
て
、
日
本
語
（
上
代

語
も
含
む
）
と
の
間
に
明
確
な
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
の
は
、
日
本
語
の
一
方
言

か
、
そ
れ
と
も
姉
妹
言
語
と
見
る
べ
き
か
に
つ
い
て
定
説
を
得
る
に
至
っ
て
い
な

い
琉
球
諸
語
し
か
な
い
（
注
１
） 

。 

 

以
上
に
述
べ
た
系
統
論
的
な
方
法
を
利
用
し
て
日
本
語
の
語
源
を
証
明
す
る
際

に
、
印
欧
語
ほ
ど
の
成
果
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
主
に
二
つ
の
理
由
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
服
部
（
一
九
五
九
）
、
風
間
（
一
九
七
八
）
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
印
欧
語
と
日
本
語
の
言
語
構
造
が
違
う
た
め
で
あ
る
。
印
欧
語
は
、

語
根
部
と
接
辞
に
よ
っ
て
語
幹
が
作
ら
れ
、「
そ
れ
に
続
く
語
尾
と
が
一
つ
に
融
合

し
て
い
な
が
ら
、
一
方
で
は
母
音
交
替
に
よ
っ
て
相
互
に
関
係
を
保
ち
機
能
し
合

っ
て
い
る
」
（
風
間
（
一
九
七
八
・
一
八
頁
）
参
照
）
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
語
は

屈
折
に
富
ん
だ
印
欧
諸
語
の
よ
う
に
、
複
雑
な
形
態
で
綴
り
を
取
ら
ず
、
文
法
機

能
を
、
主
に
時
代
ご
と
に
入
れ
替
え
や
す
い
接
辞
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
要

素
に
よ
っ
て
果
た
す
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
印
欧
諸
語
の
よ
う
に
、
共
通
基

語
を
再
建
す
る
際
に
見
ら
れ
る
各
語
派
の
文
法
上
の
不
規
則
形
を
合
理
的
に
説
明

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
２
） 

。 

ま
た
、
言
語
構
造
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
資
料
の
面
で
も
、
印
欧
語
は
日
本
語

よ
り
比
較
的
有
利
で
あ
る
と
い
え
る
。
高
津
（
一
九
九
二
・
九
一
頁
）
、
橋
本
（
二

〇
〇
〇
・
三
六
頁
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
印
欧
語
の
場
合
、
他
の
語
族
に
比
べ

て
非
常
に
資
料
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
最
も
古
い
文
献
は
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
の
楔

形
文
字
の
文
献
や
ヴ
ェ
ー
ダ
の
賛
歌
の
如
く
、
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
～
一
五
〇
〇

年
に
ま
で
遡
り
、
し
か
も
祖
語
か
ら
分
か
れ
出
た
時
代
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
く

（
服
部
（
一
九
五
四
・
二
九
頁
）
に
よ
る
と
、
今
か
ら
四
五
〇
〇
年
～
六
〇
〇
〇

年
前
後
）、
多
く
の
語
派
が
現
代
に
ま
で
生
き
て
い
る
。
と
は
い
え
、
仮
に
そ
れ
ら

の
文
献
を
利
用
せ
ず
に
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
と
イ
タ
リ
ア
語
な
ど

の
基
礎
語
彙
だ
け
を
採
取
し
て
祖
語
を
再
構
築
し
て
み
て
も
、「
そ
の
結
果
は
、
ラ

テ
ン
語
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
俗
ラ
テ
ン
語
と
も
ほ
ど
遠
い
も
の
」
（
橋
本 

二
〇

〇
〇
・
三
六
頁
）
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
甚
だ
古
い
時
代
に
遡
り
う
る

文
献
の
存
在
が
印
欧
語
の
系
統
を
有
効
に
解
明
で
き
た
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
言

え
よ
う
（
注
３
） 

。 

文
献
の
量
と
性
質
の
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
日
本
語
は
、
印
欧
諸
語
の
よ
う
に
、

比
較
再
建
法
を
用
い
た
語
源
研
究
は
で
き
な
い
。
二
～
四
世
紀
前
後
の
土
器
な
ど

に
記
さ
れ
た
一
つ
な
い
し
二
つ
の
文
字
は
、
文
章
す
ら
な
し
て
い
な
い
点
か
ら
言

え
ば
、
祖
語
比
較
再
建
の
文
献
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
三
世

紀
成
立
の
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
記
録
さ
れ
て
い
る
五
十
五
語
の
音
訳
語
彙
（
《
然
り
》

の
意
を
表
す
「
噫
」
と
い
う
一
語
も
含
む
）
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
大
矢
透
、
濱

田
敦
、
亀
井
孝
、
安
本
美
典
、
清
瀬
義
三
郎
則
府
等
の
優
れ
た
論
考
が
あ
る
も
の

の
、
上
古
音
と
中
古
音
の
過
渡
期
に
あ
た
る
三
世
紀
の
中
国
語
音
を
精
密
に
復
元

す
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
く
、
古
代
中
国
語
の
発
音
を
そ
の
ま
ま
音
韻
体

系
の
異
な
る
日
本
語
に
当
て
は
め
て
良
い
か
と
い
っ
た
問
題
点
も
抱
え
て
い
る
た

め
、
少
な
く
と
も
現
段
階
で
は
、
系
統
論
研
究
の
資
料
と
し
て
用
い
る
の
は
無
理

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
局
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
語
の
古
形
を
体
系

的
に
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
最
古
の
文
献
は
、
近
年
大
量
に
出
土
し
た
七
世
紀

末
～
八
世
紀
初
成
立
の
木
簡
資
料
（
音
義
木
簡
、
交
用
書
き
木
簡
、
書
簡
木
簡
、

和
歌
木
簡
・
宣
命
木
簡
）
と
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
八
世

紀
成
立
の
記
紀
万
葉
以
外
に
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
日
本
語
と
他
言
語

の
親
族
関
係
を
証
明
す
る
作
業
は
印
欧
語
の
場
合
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、

大
き
な
困
難
を
伴
う
で
あ
ろ
う
。
文
法
構
造
の
対
応
関
係
は
と
も
か
く
、
音
韻
法

則
を
確
立
す
べ
き
同
系
語
彙
（
注
４
）

の
特
定
と
い
う
最
初
の
一
歩
か
ら
難
航
を
極

め
る
。
服
部
（
一
九
五
四
）
、
松
本
（
二
〇
〇
七
・
七
頁
）
の
指
摘
す
る
「
言
語
年

代
学
の
想
定
に
よ
る
基
礎
語
彙
の
消
失
率
」（
注
５
）

と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
分
か
る

こ
と
だ
が
、
た
と
え
ば
日
本
語
と
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
の
間
に
、
著
し
い
文
法
構
造

上
の
類
似
点
が
あ
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
時
代
ご
と
に
変
化
・
消
失
さ
れ
や
す
い
基

礎
語
彙
が
現
存
の
文
献
上
で
は
確
定
で
き
な
い
た
め
に
、
両
者
の
親
族
関
係
は
未

だ
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
（
注
６
）

。

三
、
日
本
語
内
部
で
の
語
源
研
究
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
た
め
、
日
本
語
の
語
源
は
、
比
較
再
建
型
手
法

に
よ
っ
て
は
解
明
さ
れ
ず
、
他
言
語
と
の
系
統
関
係
も
不
明
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
日
本
語
の
語
源
研
究
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
比
較
再
建
型
手
法
と

は
違
っ
た
方
法
論
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
一
部
の
語
源
研
究
者
か
ら
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
印
欧
語
の
比
較
方
法
と
は
全
く
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
節
の
冒
頭
部
分
で
述
べ
た
、
調
査
対
象

と
な
る
言
語
の
内
部
で
の
語
源
研
究
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
、
こ
こ
で
い
う
「
言
語
の
内
部
で
の
語
源
研
究
」
は
、
日
本
語
語

源
研
究
の
歴
史
と
現
状
を
鑑
て
、
さ
ら
に
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
つ
は
、
日
本
語
内
部
で
の
共
時
的
な
分
析
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
そ
の
記

録
以
前
の
古
形
を
推
定
し
、
そ
の
発
達
過
程
を
再
構
築
す
る
と
い
う
意
味
で
の
内

的
再
建
手
法
（
内
的
再
構
と
も
い
う
／
松
本
（
一
九
九
四
）、
川
本
（
一
九
九
七
）

な
ど
参
照
）
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
阪
倉
（
一
九
七
八
）
、
前
田
（
一
九

八
六
）
の
言
う
「
個
別
的
な
語
史
研
究
を
包
摂
し
た
、
語
彙
史
体
系
の
中
で
の
語

源
研
究
の
手
法
」
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
同
系
言
語
の
比
較
を
前
提
と
し
な
い
た

め
、
小
稿
で
は
便
宜
上
、
比
較
再
建
法
と
区
別
し
て
、「
あ
る
言
語
内
部
で
の
語
源

研
究
」
と
称
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
成
立
背
景
と
研
究
状
況
が
全
く
異
な

る
た
め
、
多
く
の
相
違
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
の
成
立
背
景
と
研
究
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い
。
こ
れ
は
、

ソ
シ
ュ
ー
ル
（Ferdinand de Saussure

）
を
代
表
と
し
た
一
部
の
歴
史
言
語
学
者

が
、
比
較
再
建
型
の
手
法
の
限
界
を
見
極
め
た
と
こ
ろ
で
、
新
た
に
提
唱
し
た
方

法
論
で
あ
る
。
歴
史
言
語
学
の
再
構
方
法
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、
当
該
方
法

が
、
同
系
で
あ
る
と
い
う
証
明
が
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
言
語
の
研
究
に
も
用
い
ら

れ
得
る
と
こ
ろ
は
、
前
述
し
た
比
較
再
建
型
の
方
法
論
と
根
本
的
に
異
な
っ
て
い

る
。
内
的
再
建
手
法
に
つ
い
て
、
言
語
の
先
史
を
部
分
的
に
明
ら
か
に
し
た
に
す

ぎ
ず
、
比
較
言
語
学
の
よ
う
に
祖
語
を
体
系
的
に
再
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
っ
た
建
設
的
な
批
判
（
吉
田
（
一
九
九
六
・
一
〇
二
頁
）
参
照
）
も
な
さ
れ

て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
派
生
・
屈
折
と
い
っ
た
形
態
的
な
変
化
が
顕
著
で

あ
り
、
か
つ
系
統
関
係
も
ま
だ
完
全
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
言
語
の
先
史
を
解
明

す
る
上
で
、
意
義
の
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

後
者
は
、
伝
統
的
な
国
語
学
研
究
の
中
に
胚
胎
し
、
中
世
か
ら
近
代
に
か
け
て

培
わ
れ
て
き
た
語
源
解
釈
論
を
ベ
ー
ス
に
し
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
そ

の
初
期
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
個
別
的
・
恣
意
的
で
、
文
化
史
的

で
あ
る
（
阪
倉
（
二
〇
一
一
・
二
一
六
頁
）
参
照
）
と
い
っ
た
問
題
点
を
抱
え
て

お
り
、
ま
た
原
義
の
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
言
葉
を
、
こ
じ
つ
け
で
解
釈
し
よ

う
と
す
る
民
間
語
源
説
・
通
俗
語
源
説
（folk etym

ology

）
の
《
氾
濫
》（
見
方

に
も
よ
る
が
、
あ
る
い
は
《
隆
盛
》
と
言
う
べ
き
か
）
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
例
：｢

馬
道

面
倒｣

）（
注
７
）

。
し
か
し
、
近
代
以
降
に
な
る

と
、
語
構
成
法
・
造
語
法
・
方
言
や
外
国
語
と
の
音
義
対
照
と
い
っ
た
様
々
な
視

点
か
ら
、
従
来
の
説
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
も
次
第
に
恣
意
的
な
解

↓
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則
を
確
立
す
べ
き
同
系
語
彙
（
注
４
）

の
特
定
と
い
う
最
初
の
一
歩
か
ら
難
航
を
極

め
る
。
服
部
（
一
九
五
四
）
、
松
本
（
二
〇
〇
七
・
七
頁
）
の
指
摘
す
る
「
言
語
年

代
学
の
想
定
に
よ
る
基
礎
語
彙
の
消
失
率
」（
注
５
）

と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
分
か
る

こ
と
だ
が
、
た
と
え
ば
日
本
語
と
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
の
間
に
、
著
し
い
文
法
構
造

上
の
類
似
点
が
あ
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
時
代
ご
と
に
変
化
・
消
失
さ
れ
や
す
い
基

礎
語
彙
が
現
存
の
文
献
上
で
は
確
定
で
き
な
い
た
め
に
、
両
者
の
親
族
関
係
は
未

だ
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
（
注
６
）

。

三
、
日
本
語
内
部
で
の
語
源
研
究
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
た
め
、
日
本
語
の
語
源
は
、
比
較
再
建
型
手
法

に
よ
っ
て
は
解
明
さ
れ
ず
、
他
言
語
と
の
系
統
関
係
も
不
明
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
日
本
語
の
語
源
研
究
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
比
較
再
建
型
手
法
と

は
違
っ
た
方
法
論
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
一
部
の
語
源
研
究
者
か
ら
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
印
欧
語
の
比
較
方
法
と
は
全
く
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
節
の
冒
頭
部
分
で
述
べ
た
、
調
査
対
象

と
な
る
言
語
の
内
部
で
の
語
源
研
究
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
、
こ
こ
で
い
う
「
言
語
の
内
部
で
の
語
源
研
究
」
は
、
日
本
語
語

源
研
究
の
歴
史
と
現
状
を
鑑
て
、
さ
ら
に
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
つ
は
、
日
本
語
内
部
で
の
共
時
的
な
分
析
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
そ
の
記

録
以
前
の
古
形
を
推
定
し
、
そ
の
発
達
過
程
を
再
構
築
す
る
と
い
う
意
味
で
の
内

的
再
建
手
法
（
内
的
再
構
と
も
い
う
／
松
本
（
一
九
九
四
）、
川
本
（
一
九
九
七
）

な
ど
参
照
）
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
阪
倉
（
一
九
七
八
）
、
前
田
（
一
九

八
六
）
の
言
う
「
個
別
的
な
語
史
研
究
を
包
摂
し
た
、
語
彙
史
体
系
の
中
で
の
語

源
研
究
の
手
法
」
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
同
系
言
語
の
比
較
を
前
提
と
し
な
い
た

め
、
小
稿
で
は
便
宜
上
、
比
較
再
建
法
と
区
別
し
て
、「
あ
る
言
語
内
部
で
の
語
源

研
究
」
と
称
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
成
立
背
景
と
研
究
状
況
が
全
く
異
な

る
た
め
、
多
く
の
相
違
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
の
成
立
背
景
と
研
究
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い
。
こ
れ
は
、

ソ
シ
ュ
ー
ル
（Ferdinand de Saussure

）
を
代
表
と
し
た
一
部
の
歴
史
言
語
学
者

が
、
比
較
再
建
型
の
手
法
の
限
界
を
見
極
め
た
と
こ
ろ
で
、
新
た
に
提
唱
し
た
方

法
論
で
あ
る
。
歴
史
言
語
学
の
再
構
方
法
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、
当
該
方
法

が
、
同
系
で
あ
る
と
い
う
証
明
が
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
言
語
の
研
究
に
も
用
い
ら

れ
得
る
と
こ
ろ
は
、
前
述
し
た
比
較
再
建
型
の
方
法
論
と
根
本
的
に
異
な
っ
て
い

る
。
内
的
再
建
手
法
に
つ
い
て
、
言
語
の
先
史
を
部
分
的
に
明
ら
か
に
し
た
に
す

ぎ
ず
、
比
較
言
語
学
の
よ
う
に
祖
語
を
体
系
的
に
再
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
っ
た
建
設
的
な
批
判
（
吉
田
（
一
九
九
六
・
一
〇
二
頁
）
参
照
）
も
な
さ
れ

て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
派
生
・
屈
折
と
い
っ
た
形
態
的
な
変
化
が
顕
著
で

あ
り
、
か
つ
系
統
関
係
も
ま
だ
完
全
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
言
語
の
先
史
を
解
明

す
る
上
で
、
意
義
の
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

後
者
は
、
伝
統
的
な
国
語
学
研
究
の
中
に
胚
胎
し
、
中
世
か
ら
近
代
に
か
け
て

培
わ
れ
て
き
た
語
源
解
釈
論
を
ベ
ー
ス
に
し
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
そ

の
初
期
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
個
別
的
・
恣
意
的
で
、
文
化
史
的

で
あ
る
（
阪
倉
（
二
〇
一
一
・
二
一
六
頁
）
参
照
）
と
い
っ
た
問
題
点
を
抱
え
て

お
り
、
ま
た
原
義
の
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
言
葉
を
、
こ
じ
つ
け
で
解
釈
し
よ

う
と
す
る
民
間
語
源
説
・
通
俗
語
源
説
（folk etym

ology

）
の
《
氾
濫
》（
見
方

に
も
よ
る
が
、
あ
る
い
は
《
隆
盛
》
と
言
う
べ
き
か
）
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
例
：｢

馬
道

面
倒｣

）（
注
７
）

。
し
か
し
、
近
代
以
降
に
な
る

と
、
語
構
成
法
・
造
語
法
・
方
言
や
外
国
語
と
の
音
義
対
照
と
い
っ
た
様
々
な
視

点
か
ら
、
従
来
の
説
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
も
次
第
に
恣
意
的
な
解

↓
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釈
か
ら
、
科
学
的
な
説
明
と
い
う
方
向
に
近
づ
き
出
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
（
と

は
い
え
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
一
・
二
版
）
や
、
現
行
の
一
部
の
日
本
語
語

源
辞
典
に
お
け
る
語
源
の
記
述
は
、
ま
だ
十
分
科
学
的
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
）
。

異
な
る
研
究
背
景
の
も
と
で
成
立
し
た
前
者
と
後
者
の
相
違
は
、
主
に
研
究
ス

タ
ン
ス
と
語
源
の
定
義
と
い
う
二
つ
の
面
に
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
研

究
ス
タ
ン
ス
の
面
に
お
い
て
、
前
者
の
内
的
再
建
法
は
、
言
語
事
象
の
史
前
の
発

達
過
程
構
築
を
目
的
と
し
、
方
言
を
含
め
た
言
語
内
の
共
時
的
な
比
較
分
析
に
そ

の
主
眼
を
置
い
て
お
り
、
後
者
の
よ
う
に
、
各
時
代
の
文
献
資
料
を
利
用
し
て
、

個
別
的
な
語
の
由
来
と
、
そ
の
史
的
変
遷
（
形
式
と
意
味
の
関
係
）
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
語
源
の
定
義
に
つ
い
て

も
、
前
者
の
方
は
、
語
の
源
流
と
い
え
ば
、
記
録
・
文
献
以
前
の
言
語
の
形
と
し
、

そ
の
古
形
を
推
定
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
後
者
の
場
合

は
、
語
源
と
は
「
文
献
的
に
遡
り
う
る
限
り
」
と
い
う
限
定
つ
き
の
も
の
で
あ
っ

て
、
前
者
の
よ
う
に
、
語
の
祖
形
の
推
定
な
ど
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。

四
、
語
彙
史
体
系
に
お
け
る
語
源
研
究
の
重
要
性

で
は
、
こ
の
よ
う
な
複
数
存
在
す
る
研
究
法
の
中
で
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な

方
法
を
取
れ
ば
最
善
で
あ
ろ
う
か
。
無
論
、
研
究
手
法
は
い
く
つ
あ
っ
て
も
構
わ

な
い
し
、
そ
れ
ら
の
方
法
は
対
等
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
。
た
だ
、

比
較
言
語
学
者
・
メ
イ
エ
（A

.M
eillet

）
が
著
書
『
史
的
言
語
學
に
於
け
る
比
較

の
方
法
』（
泉
井
久
之
助
訳
・
一
九
三
四
年
・
一
一
～
一
二
頁
）
で
指
摘
す
る
よ
う

に
、
研
究
対
象
と
な
る
言
語
が
異
な
れ
ば
、
方
法
論
自
体
の
有
効
性
も
変
わ
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
前
述
し
た
語
源
研
究
の
諸
方
法
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
研
究
背
景
の
も
と
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
言

語
の
特
徴
を
考
慮
し
た
う
え
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る

言
語
、
あ
る
い
は
あ
る
語
族
の
研
究
で
成
果
を
遂
げ
た
学
説
や
方
法
で
も
、
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
他
の
言
語
の
研
究
に
採
用
し
て
良
い
の
か
と
い
う
省
察
も
時
に
は
必

要
で
あ
る
。
異
な
っ
た
言
語
の
研
究
に
は
、
そ
の
言
語
の
性
質
と
置
か
れ
た
環
境

に
即
応
し
た
方
法
を
用
い
る
の
が
一
番
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
り
、
日
本
語
の
語
源
問
題
に
取
り
組
む
上
で
、
前
節
に
述
べ
た
後
者

の
研
究
手
法
を
よ
り
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
無
論
こ
の

こ
と
は
、
再
建
型
手
法
の
従
来
の
研
究
成
果
を
無
視
し
て
良
い
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
な
い
。
前
者
の
内
的
再
建
法
は
、
現
代
ド
イ
ツ
語
の
よ
う
な
、「
派
生
・
屈
折

と
い
っ
た
形
態
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
顕
著
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
語
に
は
と
り
わ
け

有
効
で
あ
る
」（
吉
田
（
一
九
九
六
・
七
八
頁
）
参
照
）
が
、
日
本
語
の
よ
う
に
不

規
則
で
複
雑
な
形
態
を
取
ら
ず
、
文
法
機
能
を
主
に
接
辞
に
よ
っ
て
果
た
す
言
語

の
場
合
、
動
詞
・
助
動
詞
を
含
め
た
祖
形
再
建
は
決
し
て
容
易
な
作
業
で
は
な
い

た
め
、
方
法
と
し
て
は
後
者
に
重
き
を
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
注
８
）

。

ま
た
、
自
然
言
語
の
語
彙
は
常
に
個
別
的
に
変
化
し
て
い
く
た
め
、
文
献
以
前

の
姿
や
祖
形
な
ど
を
性
急
に
論
じ
る
前
に
、
ま
ず
調
査
可
能
な
範
囲
内
で
、
そ
の

言
語
の
も
つ
大
半
の
語
彙
の
歴
史
的
解
明
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
日
本
語
の
語
源
研
究
に
と
っ
て
、
祖
語
の
再
建
や
他

言
語
と
の
系
統
関
係
の
解
明
は
確
か
に
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と

早
急
に
解
決
す
べ
き
な
の
は
、
問
題
と
な
る
語
彙
の
出
自
お
よ
び
、
周
辺
言
語
と

の
通
時
的
な
影
響
関
係
（
た
と
え
ば
、
日
本
語
史
に
お
け
る
漢
語
・
朝
鮮
語
の
受

容
な
ど
）
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
文
献
学
的
実
証
を
経
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
殊
に
「
根
本
語
原
」（
注
９
）

が
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
日
本
語
の
場
合
、
後
者
の
「
個
別
的
な
語
史
研
究
を
包
摂
し
た
、
語
源
研
究
」

は
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
無
論
、
言
語
学
研
究
と
し
て

の
体
系
性
・
法
則
性
も
重
要
で
は
あ
る
が
）
。

注

注
1

無
論
、
琉
球
語
と
言
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
か
な
り
分
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
基
礎
語
彙
の
面
で
は
、
地
方
を
問
わ
ず
日
本
語
と
の
対
応
が
見
ら
れ
る
が
、
ア
ク
セ
ン
ト

や
文
法
事
項
に
関
し
て
は
、
な
お
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

古
代
日
本
語
の
係
り
結
び
の
用
法
が
、
ま
だ
多
く
の
琉
球
方
言
に
残
っ
て
い
る
一
方
、
動
詞
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
琉
球
語
で
さ
え
日
本
語
の
古
形
に
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

注
2

こ
れ
は
、
決
し
て
日
本
語
だ
け
に
見
ら
れ
る
現
象
で
は
な
い
。
単
音
節
で
、
孤
立
型
言
語

に
属
す
る
中
国
語
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
王
（
一
九
八
二
・

四
六
頁
）
を
参
照
。

注
3

高
津
（
一
九
九
二
）
は
、
セ
ム
・
ハ
ム
語
族
の
例
を
取
り
上
げ
、
甚
だ
古
い
時
代
に
遡
り

う
る
文
献
資
料
を
も
た
な
い
語
族
の
研
究
に
関
し
て
は
、
印
欧
語
族
の
比
較
方
法
を
そ
の
ま
ま

用
い
る
こ
と
が
難
し
い
と
述
べ
て
お
り
、
言
語
の
系
統
研
究
に
お
け
る
古
文
献
の
重
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
例
外
も
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
三
八
年
以
降
、
デ
ン
プ
ヴ

ォ
ル
フ
（O

tto D
e­m

pw
olff

）
を
代
表
と
す
る
言
語
学
者
た
ち
が
、
文
字
・
文
献
の
な
い
オ
ー

ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
代
表
的
な
言
語
を
、
印
欧
語
族
の
比
較
方
法
論
で
比
較
し
て
、
そ
の
祖

語
（Proto A

ustronesian

）
の
再
構
成
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ワ
ン
」
の
よ
う
な
例
外
現
象
が
あ
る
と
し
て
も
、
風
間
（
一
九
七
八
）、
高

津
（
一
九
九
二
）、
橋
本
（
二
〇
〇
〇
）
等
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
い
文
献
の
乏
し
い
語
族

や
、
あ
る
い
は
語
族
を
形
成
す
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
言
語
群
の
研
究
に
お
い
て
は
、

や
は
り
印
欧
語
族
の
比
較
方
法
が
そ
の
ま
ま
に
用
い
ら
れ
に
く
い
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

注
4

当
然
、
語
彙
同
士
の
意
味
も
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
5

松
本
（
二
〇
〇
七
・
七
頁
）
は
、
「
ど
ん
な
言
語
で
も
ほ
ぼ
一
定
の
速
度
で
消
失
し
て
い

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
者M

orrs Sw
adesh

の
提
唱
し
た
「
語
彙
統
計
学
」

（lexical statistics

）
的
方
法
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、

言
語
の
消
失
あ
る
い
は
変
化
が
決
し
て
一
定
の
速
度
で
起
き
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、Sw

ade­ 
sh

の
語
彙
統
計
学
的
方
法
を
疑
問
視
す
る
論
も
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
橋
本
（
二
〇
〇
〇
・
三

九
頁
）
等
を
参
照
。

注
6

た
だ
し
、
一
言
基
礎
語
彙
と
言
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
語
彙
が
基
礎
的
と
言
え
る
か
、
言

語
に
よ
っ
て
判
定
し
に
く
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
判
定
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

橋
本
（
二
〇
〇
〇
・
三
八
～
四
二
頁
）
は
数
詞
・
親
族
語
彙
・
身
体
語
彙
な
ど
の
例
を
挙
げ
て

詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
朝
鮮
語
と
日
本
語
の
数
詞
に
つ
い
て
、
他
の
語
彙
と
は

異
な
り
、
新
た
に
形
成
さ
れ
た
り
、
借
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
い
と
考
え
て
い
る
学
者
（
河

野
六
郎
な
ど
）
も
い
る
が
、
橋
本
氏
の
論
を
視
野
に
入
れ
て
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
印
欧
語
の
系

統
研
究
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
う
。
印
欧
語
の
場
合
に
は
、
数
詞
ほ
ど
安
定
し

た
も
の
は
な
く
、
系
統
論
と
い
え
ば
、
ま
ず
数
詞
の
調
査
か
ら
始
め
る
と
い
う
習
慣
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
対
し
、
日
本
語
・
朝
鮮
語
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の
言
語
の
場
合
は
、
他
言
語
の
数
詞
を

借
用
す
る
ケ
―
ス
が
多
く
（
日
本
語
に
限
っ
て
い
え
ば
、｢

十
一｣

以
上
の
数
字
に
な
る
と
、
和

語
の
数
え
方
が
な
く
な
り
、
中
国
語
か
ら
の
借
用
語
〔
漢
字
音
〕
の
体
系
に
移
る
）、
ま
た
親

族
語
彙
・
身
体
語
彙
に
関
し
て
も
、
印
欧
語
よ
り
不
安
定
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

Sw
adesh list

に
入
っ
て
い
る
二
一
五
語
の
基
礎
語
彙
が
、
日
本
語
の
系
統
研
究
に
と
っ
て
ど

れ
ほ
ど
有
効
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
度
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

注
7

吉
田
（
二
〇
〇
六
）
の
述
べ
る
よ
う
に
、
「
言
語
学
的
語
源
に
、
民
間
語
源
は
付
き
ま
と

う
も
の
で
あ
る
」（
十
一
頁
）
。
初
期
に
行
わ
れ
た
印
欧
語
の
歴
史
的
研
究
に
つ
い
て
も
、
同
じ

よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、W

.B
. Loc kw

ood (1969)Indo­European Philology 

（
永
野
芳
郎

訳
・
二
二
七
頁
）
を
参
照
。

注
8

吉
田
（
一
九
七
六
・
第
二
章
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
動
詞
の
祖
形
再
構
に
関
し
て

は
、
語
根
や
接
辞
の
み
を
問
題
に
し
た
従
来
の
や
り
方
で
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注
9

こ
こ
で
の
「
根
本
語
原
」
は
大
槻
文
彦
氏
の
用
語
で
あ
る
。
詳
し
く
は
『
大
言
海
』
の
「
本

書
編
纂
に
當
り
て
」
を
参
照
。
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の
体
系
性
・
法
則
性
も
重
要
で
は
あ
る
が
）
。

注

注
1

無
論
、
琉
球
語
と
言
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
か
な
り
分
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
基
礎
語
彙
の
面
で
は
、
地
方
を
問
わ
ず
日
本
語
と
の
対
応
が
見
ら
れ
る
が
、
ア
ク
セ
ン
ト

や
文
法
事
項
に
関
し
て
は
、
な
お
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

古
代
日
本
語
の
係
り
結
び
の
用
法
が
、
ま
だ
多
く
の
琉
球
方
言
に
残
っ
て
い
る
一
方
、
動
詞
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
琉
球
語
で
さ
え
日
本
語
の
古
形
に
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

注
2

こ
れ
は
、
決
し
て
日
本
語
だ
け
に
見
ら
れ
る
現
象
で
は
な
い
。
単
音
節
で
、
孤
立
型
言
語

に
属
す
る
中
国
語
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
王
（
一
九
八
二
・

四
六
頁
）
を
参
照
。

注
3

高
津
（
一
九
九
二
）
は
、
セ
ム
・
ハ
ム
語
族
の
例
を
取
り
上
げ
、
甚
だ
古
い
時
代
に
遡
り

う
る
文
献
資
料
を
も
た
な
い
語
族
の
研
究
に
関
し
て
は
、
印
欧
語
族
の
比
較
方
法
を
そ
の
ま
ま

用
い
る
こ
と
が
難
し
い
と
述
べ
て
お
り
、
言
語
の
系
統
研
究
に
お
け
る
古
文
献
の
重
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
例
外
も
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
三
八
年
以
降
、
デ
ン
プ
ヴ

ォ
ル
フ
（O

tto D
e­m

pw
olff

）
を
代
表
と
す
る
言
語
学
者
た
ち
が
、
文
字
・
文
献
の
な
い
オ
ー

ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
代
表
的
な
言
語
を
、
印
欧
語
族
の
比
較
方
法
論
で
比
較
し
て
、
そ
の
祖

語
（Proto A

ustronesian

）
の
再
構
成
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ワ
ン
」
の
よ
う
な
例
外
現
象
が
あ
る
と
し
て
も
、
風
間
（
一
九
七
八
）、
高

津
（
一
九
九
二
）、
橋
本
（
二
〇
〇
〇
）
等
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
い
文
献
の
乏
し
い
語
族

や
、
あ
る
い
は
語
族
を
形
成
す
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
言
語
群
の
研
究
に
お
い
て
は
、

や
は
り
印
欧
語
族
の
比
較
方
法
が
そ
の
ま
ま
に
用
い
ら
れ
に
く
い
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

注
4

当
然
、
語
彙
同
士
の
意
味
も
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
5

松
本
（
二
〇
〇
七
・
七
頁
）
は
、
「
ど
ん
な
言
語
で
も
ほ
ぼ
一
定
の
速
度
で
消
失
し
て
い

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
者M

orrs Sw
adesh

の
提
唱
し
た
「
語
彙
統
計
学
」

（lexical statistics

）
的
方
法
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、

言
語
の
消
失
あ
る
い
は
変
化
が
決
し
て
一
定
の
速
度
で
起
き
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、Sw

ade­ 
sh

の
語
彙
統
計
学
的
方
法
を
疑
問
視
す
る
論
も
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
橋
本
（
二
〇
〇
〇
・
三

九
頁
）
等
を
参
照
。

注
6

た
だ
し
、
一
言
基
礎
語
彙
と
言
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
語
彙
が
基
礎
的
と
言
え
る
か
、
言

語
に
よ
っ
て
判
定
し
に
く
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
判
定
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

橋
本
（
二
〇
〇
〇
・
三
八
～
四
二
頁
）
は
数
詞
・
親
族
語
彙
・
身
体
語
彙
な
ど
の
例
を
挙
げ
て

詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
朝
鮮
語
と
日
本
語
の
数
詞
に
つ
い
て
、
他
の
語
彙
と
は

異
な
り
、
新
た
に
形
成
さ
れ
た
り
、
借
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
い
と
考
え
て
い
る
学
者
（
河

野
六
郎
な
ど
）
も
い
る
が
、
橋
本
氏
の
論
を
視
野
に
入
れ
て
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
印
欧
語
の
系

統
研
究
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
う
。
印
欧
語
の
場
合
に
は
、
数
詞
ほ
ど
安
定
し

た
も
の
は
な
く
、
系
統
論
と
い
え
ば
、
ま
ず
数
詞
の
調
査
か
ら
始
め
る
と
い
う
習
慣
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
対
し
、
日
本
語
・
朝
鮮
語
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の
言
語
の
場
合
は
、
他
言
語
の
数
詞
を

借
用
す
る
ケ
―
ス
が
多
く
（
日
本
語
に
限
っ
て
い
え
ば
、｢

十
一｣

以
上
の
数
字
に
な
る
と
、
和

語
の
数
え
方
が
な
く
な
り
、
中
国
語
か
ら
の
借
用
語
〔
漢
字
音
〕
の
体
系
に
移
る
）、
ま
た
親

族
語
彙
・
身
体
語
彙
に
関
し
て
も
、
印
欧
語
よ
り
不
安
定
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

Sw
adesh list

に
入
っ
て
い
る
二
一
五
語
の
基
礎
語
彙
が
、
日
本
語
の
系
統
研
究
に
と
っ
て
ど

れ
ほ
ど
有
効
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
度
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

注
7

吉
田
（
二
〇
〇
六
）
の
述
べ
る
よ
う
に
、
「
言
語
学
的
語
源
に
、
民
間
語
源
は
付
き
ま
と

う
も
の
で
あ
る
」（
十
一
頁
）
。
初
期
に
行
わ
れ
た
印
欧
語
の
歴
史
的
研
究
に
つ
い
て
も
、
同
じ

よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、W

.B
. Loc kw

ood (1969)Indo­European Philology 

（
永
野
芳
郎

訳
・
二
二
七
頁
）
を
参
照
。

注
8

吉
田
（
一
九
七
六
・
第
二
章
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
動
詞
の
祖
形
再
構
に
関
し
て

は
、
語
根
や
接
辞
の
み
を
問
題
に
し
た
従
来
の
や
り
方
で
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注
9

こ
こ
で
の
「
根
本
語
原
」
は
大
槻
文
彦
氏
の
用
語
で
あ
る
。
詳
し
く
は
『
大
言
海
』
の
「
本

書
編
纂
に
當
り
て
」
を
参
照
。
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祺
（
二
〇
〇
五
）
「
語
源
研
究
に
お
け
る
漢
語
」
（
『
日
本
語
学
の
蓄
積
と
展
望
』
明
治
書

院
）

前
田
富
祺
（
二
〇
一
二
）
「
日
本
人
は
語
源
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
か
」
（
『
日
本
語
学
』
三

一
―
七
）

松
本
克
己
（
一
九
九
四
）
「
日
本
語
に
お
け
る
動
詞
活
用
の
起
源
」
（
『
語
源
探
求
』
四
、
明
治
書

院
）

松
本
克
己
（
二
〇
〇
七
）
『
世
界
言
語
の
な
か
の
日
本
語

日
本
語
系
統
論
の
新
た
な
地
平
』
（
三

省
堂
）

吉
田
和
彦
（
一
九
九
六
）『
言
葉
を
復
元
す
る

比
較
言
語
学
の
世
界
』
（
三
省
堂
）

吉
田
金
彦
（
一
九
七
六
）『
日
本
語
語
源
学
の
方
法
』（
大
修
館
書
店
）

吉
田
金
彦
（
二
〇
〇
六
）
「
語
源
と
は
何
か
」
（
吉
田
金
彦
［
編
］
『
日
本
語
の
語
源
を
学
ぶ
人
の

た
め
に
』
第
一
章
、
世
界
思
想
社
）

山
田
俊
雄
（
一
九
七
八
）『
日
本
語
と
辞
書
』
（
中
央
公
論
社
）

A
ntoire, M

eillet (1925) La m
éthode com

parative en linguistique historique. O
slo et Paris 

[

泉
井
久
之
助

訳
（
一
九
三
四
）『
史
的
言
語
學
に
於
け
る
比
較
の
方
法
』
（
政
經
書
院
）]

W
.B
. Lockw

ood (1969) Indo­European Philology [

永
野
芳
郎

訳
（
一
九
七
六
）
『
比
較
言
語

学
入
門
』（
大
修
書
店
）]

国
立
歴
史
民
族
博
物
館
［
編
］『
古
代
日
本

文
字
の
あ
る
風
景
―
金
印
か
ら
正
倉
院
文
書
ま
で
―
』

（
朝
日
新
聞
社
）

（
ち
ょ
う

ぐ
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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